
１５ 砥
と

取山
と り や ま

（１６５ｍ） 地 域 青森市近郊

２０１０年５月１４日

[ルート] 地主神社登山口⇔砥取山

[参加者名] Y.NARA 他 1名

[ｺｰｽﾀｲﾑ] 地主神社 9:05 林道空き地 歩き始め 9:15 砥取山山頂 9:45～10:00

空き地 10:30

[登山口までのアプローチ、登山口の様子]

戸山中学校前を通り、突き当たったら右へ。道なりに行き、最初の角

を左に曲がり、二股の細い道を下ると地主神社。入り口に駐車してさ

っきの道を進む。池を過ぎ右手の杉林のところの道を行く。二股は左

へ。やがて開けた場所に出ると道端に一本杉が立っている。この後ろ

の杉林が登山口。

[山行記録]

杉林を抜けると藪の中、桜の

木が倒れてそれが鳥居のよう

になっている、その下に古い

道がある。始めはかすかな

踏み跡もはっきりしてきて山頂

へと続く。山頂手前は少し藪

っぽい。山頂は少し開けてお

り、二等三角点、赤白縞杭

（航空標識？）がある。大き

な山桜の木も立っている。北西方向に下る道がある。帰りは植物観察を

しながら往路をゆっくり下る。

報告 Y.NARA
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１６ 掘子
ほ り こ

岳
だけ

(７３２ｍ） ・ 七 十

ななじゅう

森山

もりやま

(８８９m） 地 域 青森市近郊

２００８年６月２２日

[ルート] 下田林道⇔堀子岳

[参加者名] ＣＬ H.NAKAMURA 他 9名

[ｺｰｽﾀｲﾑ] 青森中央市民センター7:00→田代平高原分岐 7:40→草地駐車帯 8:15～8:30→

歩行・堀子岳登山口 9:30→山頂 10:00～10:10→登山口 10:25→歩行・駐車帯

11:25 昼食 12:20→七十森登山口 12:45→沢遡行・尾根筋 13:20→

登山口 13:50→八甲田温泉 14:10

[登山口までのアプローチ、登山口の様子]

【堀子岳】田代平高原の上北鉱山跡に向かう県道２４２を八甲田温泉過ぎ変電設備の手前を左折

し田代オンコ沢林道を約 9Km すすみ、三叉路を左に入ると広い草地駐車可能地がある（国土地理

院地図 849m 電波塔記載のあたり）。そこから徒歩で２０分程行くと嘉瀬子内林道との分岐がありその

まま下田林道に入り（草陰に倒れていたが「下田林道」標識あり）、堀子岳の尾根とりつきから入山。

【七十森山】駐車地から田代平方面に戻ること約 3．4Km。踏み跡ある地図上の道でなく笹藪漕ぎを

少しでも少なくしたいと意図し、その手前の沢に取り付き遡行する。

[山行記録]

【堀子岳】東北地方いっせいに梅雨入りしたのが三日前で且つ前日 21 日が夏至との気象状況のも

と、集合場所から見える八甲田・田代方面は深く厚いガスに覆われているが決行。車三台に分乗し、

八甲田温泉を過ぎ上北鉱山跡に向かっての見違えるほどの完全新舗装道路を空川橋を過ぎ変電

所手前を左折する。時折見える広大な草地、ガス煙るブナ樹林の中を砕石敷設された作業道・林

道を時速２０Kmで慎重に運転し進む。草地の駐車帯は十分広さがある。身仕度し緩やかに下る火山

台地の辺緑である林道を八甲田カルデラを形成したシラス、酸性度の高い黒ずんだ岩の上部にある

鮮やかに咲き誇るツツジ群落等を観察しながら歩く。濃いガスの合間から梨の木清掃センターが左

前方にそして堀子岳の山容が前方に見える。林道が大きくカーブするところの堀子岳尾根取り付きは

４～５ｍの崖をよじ上り、少しの笹藪、クロモジの低木を分け入るとモミジ、ブナ、ナラの林床歩きの直

登となる（130m にギンリョウソウ、キエビネに歓声。尾根の東側はイヌツゲ群落と西側との樹相が異な

る。山頂はマンサク、ササ、シャクナゲそして変形のブナ、そのブナによじ上り強い風伴うガスの切れ間

に田茂萢岳、赤倉等の山容、青森市街が望まれる。早々に下山する。１０時を過ぎる頃より陽射しが

差し込み、汗ばむほどで上りの長い歩行はなかなかのきつさである。駐車帯にてのゆっくりとした食事タ

イム。（※山菜探りの車高のある車が何台か奥に入っていた）

【七十森山】そこから車で3．4Km もどり、わずかな駐車スペースに一台、その先に二台と停めて、沢筋

に入渓。タケノコ採りもよく使っているようで歩きやすく、滑のながれ、苔付く石、藪塞ぐ泥道と冒険心を

誘うには十分である。前週の石倉岳での岩登り訓練に

参加した後での初めての沢登を体験する女性陣は楽しく

もありの様子で、木々に笹タケにと掴り慎重に歩を進め

て空沢部まで行くが、その上部もヤブ続きで林部までは

まだ先であるので断念し戻ることとする。下りは、ロープワ

ークの実践場ともなり、山頂には立てなかったが充実し

た山行となった。田代湿原入口駐車場で解散しその後、

湿原散策、温泉入浴と一日を楽しんだ。

報告 M.KIKUCHI


